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１０－１－３．三角関数の基本性質

１０－１－３－１．三角関数の相互関係

三角比と同様に、 sin 、 cos 、 tan の間には、次の関係式が成り立つ。

三角関数の相互関係
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（例）

 が第 4象限の角で、
5
1cos  が成り立つとき、 sin 、 tan の値を求める。
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（例）

 が第 3象限の角で
3
4tan  のときの sin 、 cos を求める。
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